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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天2-1-5),港区民センター(弁天2-1-5), 港近隣センター(八幡屋1-4-20), 港区老人

福祉センター(夕凪2-5-22),弁天町ORC200生涯学習センター(弁天1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),

港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築

港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除

6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★苦節22年､遂に出ました「区画整理記念事

業」計画案！(1 頁)。戦後の焼け野原から水

害に強い街を造り上げた先人の苦労に報い､

歴史的な区画整理事業の意義と誇りを次世代

へ継承する道が開けたことは歓迎すべきでし

ょう。同時に今後､｢区民不在｣批判もある交渉

過程や切迫日程、計画内容について､腹を割っ

た市民協働の論議が求められます。かなり詳

しく紹介してますので､参考にして下さいね。 

★年末は高齢者の季節でしょうか。11 月の

｢作品展｣に続いて 12 月も｢老人クラブ大会｣

(18頁)｢教室合同発表会｣(32頁)｢カラオケ大

会｣(38 頁)と白熱イベントが目白押し。中で

も圧巻は｢港区一｣の声もある高水準カラオケ。

紙上でその熱気を味わって下さい。 

★老人に負けてられるかい！と青少年も頑張

りました。寒風の中で1週間、｢綺麗な町に｣

とＪＲ弁天町駅ガード下に｢ひまわり壁画｣を

完成させた港高校生(23頁)。港区ネタの爆笑

劇で厳しい世相を吹き飛ばしてくれた子供た

ち(20頁)にも拍手を送りましょう。 

★連載物が快調です。杉原麻子さん｢戦争体

験｣(36 頁)に港区版おしんの｢人生劇場｣(30

頁)、加えて今月から短期連載｢故郷の話をし

よう｣(26頁)と｢グループ紹介｣(24頁)。そこ

には人生･歴史･伝統などが息づいています。 
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